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平
成　

年
度
は

１９

１
億
１
６
５
６
万
円
の
黒
字

　

町
の
一
般
会
計
は
、
平
成　

年
１９

度
決
算
で
１
億
１
６
５
６
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
皆
さ
ん
に
お
示
し
し
た

平
成　

年
度
の
推
計
で
は
、
平
成

１９

　

年
度
決
算
は
累
積
で
１
億
２
９

１９３
万
円
の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
大
幅
に
収
支
が
改
善
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
支
が
改
善
さ
れ
た
理
由
と
し

て
は
、
歳
入
（
町
に
入
っ
た
お
金
）

で
は
、
地
方
交
付
税
が
推
計
よ
り

多
く
交
付
さ
れ
た
こ
と
、
日
野
病

院
の
経
営
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら

過
去
の
負
担
金
を
交
付
金
と
し
て

返
納
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
（
町
が
使
っ
た
お

金
）
で
は
、
職
員
の
早
期
退
職
に

よ
る
人
件
費
の
減
額
、
県
貸
付
金

の
延
伸
に
よ
る
公
債
費
（
借
金
の

返
済
金
）
の
減
額
な
ど
が
大
き
な

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
以
降
は

２１

黒
字
決
算
の
見
込
み

　

平
成　

年
度
決
算
・
平
成　

年

１９

２０

度
予
算
を
踏
ま
え
、
新
し
く
見
直

し
た
推
計
で
は
、
平
成　

年
度
以

２１

降
の
単
年
度
収
支
の
推
計
は
、　
２１

年
度
が
１
１
０
８
万
円
、　

年
度

２２

が
３
８
９
６
万
円
、　

年
度
が
４

２３

７
０
８
万
円
と
、　

年
度
ま
で
黒

２８

字
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
は
３
億

２８

８
６
４
１
万
円
の
累
積
黒
字
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
推
計
も
、
歳
入
・
歳
出

の
事
業
を
ひ
と
つ
ず
つ
聞
き
取
り

し
見
直
し
た
結
果
を
積
み
上
げ
た

も
の
で
す
。

（
詳
し
く
は
左
ペ
ー
ジ
の
収
支
推

計
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

今
後
の
取
り
組
み
も
視
野
に

推
計
に
盛
り
込
む

　

歳
入
・
歳
出
の
内
訳
を
見
る
と
、

歳
入
で
は
、
町
の
最
も
大
き
い
歳

入
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
昨
年

に
比
べ
る
と
下
が
り
幅
は
少
な
く

見
込
ん
だ
も
の
の
、
平
成　

年
で

２０

は
約　

億
円
台
、　

年
度
は　

億

１９

２２

１８

円
台
、　

年
度
に
は　

億
円
台
と
、

２８

１５

年
々
減
少
す
る
推
計
を
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
地
方
税
や
使
用
料
な

ど
も
人
口
減
に
伴
い
減
少
す
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
で
は
、
公
債
費
（
借

金
の
返
済
金
）
が
年
々
減
少
し
、

ピ
ー
ク
時
の
平
成　

年
度
の
７
億

１８

６
０
０
０
万
円
が
、　

年
度
で
５

２３

億
円
台
、　

年
度
で
４
億
円
台
と

２７

な
り
、　

年
度
は
４
億
１
６
１
９

２８

万
円
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

ま
た
今
回
の
推
計
に
は
、
今
後

取
り
組
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
学

校
の
耐
震
工
事
や
橋
梁
修
繕
な
ど

の
普
通
建
設
事
業
も
歳
出
・
歳
入

の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は　

％
３１

　

広
報
ひ
の　

月
号
で
も
お
示
し

１０

し
た
よ
う
に
、
財
政
健
全
化
指
標

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
実
質
公
債
費

比
率
が
平
成　

年
度
決
算
で　

・

１９

３１

０
％
と
、
全
国
で
４
番
目
に
悪
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
借
金
の
返
済
額
の

大
き
さ
を
表
し
た
も
の
で
、　

％
３５

を
超
え
る
と
国
の
管
理
下
に
置
か

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
新
し
く
起
債
事

業
（
借
金
）
を
乱
発
し
な
い
限
り

こ
の
比
率
も
年
々
下
が
り
、
平
成

　

年
度
に
は　

･
２
％
ま
で
下
が

２８

２０

る
見
込
み
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
野
町
の
よ

う
に
依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
、
国
・
県
支
出
金
な

ど
）
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う

な
町
で
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
が
大
幅
に
減
額
さ
れ

る
と
、
こ
の
推
計
も
ま
た
悪
い
ほ

う
に
変
わ
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
予
算
執
行
に
あ
た
っ

て
は
十
分
に
精
査
し
行
財
政
運
営

に
あ
た
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
も
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報ひの ２００８年１１月号

▼
新
し
い
財
政
推
計
を
作
成
し
ま
し
た

町
で
は
、
毎
年
、
決
算
が
確
定
し
た
あ
と
に
町
の
一
般

会
計
の
収
支
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
平
成　

年
２８

度
ま
で
の
収
支
推
計
を
更
新
し
ま
し
た
。

「まちづくり説明会」を開きます
 

　まちが現在進めている財政再建の状況や今後のまちづくり

について皆さんにお示しする「まちづくり説明会」を開きます。

都合の良い会場に参加ください。

▼黒坂会場 (町公民館 )　日時：１２月２日（火）午後７時～
▼根雨会場 (開発センター）　日時：１２月３日（水）午後７時～
▼問合せ　役場企画政策課（電話７２‐０３３２）



3 広報ひの ２００８年１１月号

２８年度２７年度２６年度２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度１９年度１８年度平成１７年度
337,369339,423351,516353,650355,826368,044370,306372,611397,842414,458365,203361,942地方税
96,43296,43296,43296,43296,43296,43296,43296,43296,43299,069137,457127,482地方譲与税等
1,536,7221,588,0381,630,4481,671,9051,745,3651,787,2761,868,5391,922,8341,916,3531,844,3861,791,1921,859,154地方交付税（含臨財債）
9319319329289342,1622,1662,17210,86723,74523,42314,994分担金・負担金
43,89643,76343,71046,28546,73947,53447,78350,03551,41451,98348,07641,864使用料・手数料
222,150231,019229,027227,237230,027278,101254,901237,343241,366263,125267,599358,826国庫支出金
11,50014,50011,50011,50011,50011,50010,50010,85949,90113,69720,953247,289繰入金
3,7006,90014,1506,4507,55077,70050,75028,80021,80028,634124,610170,235地方債（除臨財債）
47,95849,41351,96153,00463,78571,59080,50989,838190,628152,245246,247180,276諸収入、財産収入、寄附金等
2,300,6582,370,4192,429,6762,467,3912,558,1582,740,3392,781,8862,810,9242,976,6032,891,3423,024,7603,362,059
502,673513,843520,455542,221546,232566,269553,347537,830541,582548,147610,065680,721人件費
232,994230,879231,046236,601233,996231,095245,027256,690228,913218,633213,970245,066物件費
18,03217,84717,83218,24717,63218,02717,76718,52720,69016,35115,09522,179維持補修費
159,438159,511159,399159,491159,549156,927157,330157,704155,252145,280142,255143,321扶助費
545,498551,941550,359561,662582,138613,324635,189636,679652,256581,237633,237592,238補助金等
416,194469,416523,375504,785545,017549,191626,647693,612714,088704,153760,978728,423公債費
298,261311,230324,896336,185360,668362,416368,075379,964393,283385,973379,093393,140繰出金
28,55444,01554,93342,27952,320158,629102,16476,45798,226114,031244,212394,671普通建設等
32,38332,38034,39235,38937,38637,38337,38042,377172,31335,07351,75743,772貸付金、積立金等
2,234,0272,331,0622,416,6872,436,8602,534,9382,693,2612,742,9262,799,8402,976,6032,748,8783,050,6623,243,531歳出計
66,63139,35712,98930,53123,22047,07838,96011,0840142,464△ 25,902118,528差引
386,412319,781280,424267,435236,904213,684166,606127,646116,562116,562△ 25,902差引累計

569,716503,085463,728450,739420,208396,988349,910310,950299,866159,141158,764158,664基金残高
1,366,2001,648,6211,983,2212,357,1922,673,5983,067,0633,424,1123,847,1914,353,5444,842,0725,326,0805,747,699地方債残高（一般会計）
1,225,2231,349,4421,487,2591,635,3031,796,9651,984,6342,174,2842,371,6282,582,3792,781,9272,909,1393,014,232地方債残高（特別会計）
17.2%20.7%23.0%22.1%24.4%23.7%25.7%28.9%28.4%27.9%35.0%30.3%実質公債費比率（単年度）
20.2%21.9%23.1%23.4%24.6%26.1%27.6%28.3%30.4%31.0%30.2%実質公債費比率（３か年平均）

※平成１７年度から１９年度までは決算統計の数値、平成２０年度は現予算の数値です

※各年度の赤字額 ･累計額は累積数値によるものであり、単年度の数値ではありません

日野町の新旧収支推計比較グラフ（１０月３０日現在、単位：千円）

平成２８年度までの一般会計の収支推計表　　　　　　　平成２０年１０月３０日現在（単位：千円）

平成17年度説明会

平成18年度説明会
平成19年度説明会

平成20年度現在

△１０億円 

△８億円

△６億円

△４億円

△２億円

０

２億円 

４億円 

平
成　

年
度

１７

　

年
度

１８
　

年
度

１９
　

年
度

２０
　

年
度

２１
　

年
度

２２
　

年
度

２３
　

年
度

２４
　

年
度

２５
　

年
度

２６
　

年
度

２７
　

年
度

２８

0

△ 546,094

△ 699,117

△ 763,108 △ 732,713

△ 633,768

△ 306,238

△ 370,109

△ 446,657

△ 329,984

△ 102,929

△ 170,144

△ 301,031

△ 87,577

△ 794,848△ 800,971

△ 349,503

△ 118,710

△ 401,994

△ 173,766

△ 486,194 △ 475,888
△ 449,056

△ 187,408

54,549

△ 282,804
△ 297,582

△ 300,587

△ 209,113

△ 253,964

386,412

319,781
280,424267,435

116,562

△ 25,902

118,528

116,562 127,646
166,606

213,684
236,904
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悲
願
の
全
国
大
会

練
習
の
成
果
惜
し
み
な
く

　

出
場
し
た
選
手
は
、
谷
口
若
雄

さ
ん
（
指
揮
者
、
下
榎
）、
奥
田
研

二
さ
ん
（
１
番
員
、
本
郷
）、
佐
野

精
彦
さ
ん
（
２
番
員
、
根
雨
）、
西

村
和
宏
さ
ん
（
３
番
員
、
根
雨
）、

藤
原
康
洋
さ
ん
（
補
助
員
、
根
雨
）

の
５
人
。
７
月
の
県
大
会
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま
っ

て
以
来
、
さ
ら
に
練
習
を
重
ね
、

本
番
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
へ
は
、
宮
脇
光
男
団

長
は
じ
め
消
防
団
員
や
、
景
山
享

弘
町
長
、
佐
々
木
秀
明
議
長
や
消

防
委
員
ら
に
よ
る
応
援
団
も
同
行

し
、
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
、　
２３

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
野
町
消
防

団
は
５
番
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

選
手
ら
は
、
き
び
き
び
と
む
だ
の

な
い
動
作
で
ポ
ン
プ
を
操
作
、
７

位
入
賞
を
果
た
し
、
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

日
野
町
消
防
団
が
全
国
操
法
大

会
に
出
場
す
る
の
は　

年
ぶ
り
、

２２

入
賞
し
た
の
は
、
昭
和　

年
の
小

５５

型
ポ
ン
プ
の
部
で
の
準
優
勝
以
来
、

　

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

２８

広報ひの ２００８年１１月号

　

年
ぶ
り
出
場

２２全
国
７
位
に
入
賞
果
た
す

全
国
消
防
操
法
大
会

。

多くの観客が見守る中、みごとな操法を披露

左から、谷口さん、奥田さん、佐野さん、西村さん、藤原さん
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３
部
門
の
ほ
か
抽
選
会
も

　

生
き
い
き
「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
は
、
展
示
、
即
売
、
芸
能

の
３
部
門
で
行
わ
れ
る
、
ま
ち
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
展
示
部
門
に
は
、
町
内
の　

団
１９

体
が
出
品
。
手
芸
品
や
書
道
、
写

真
、
絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
作

品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
、
観
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
行
わ
れ
た
即
売
部
門

で
は
、　

団
体
が
農
産
物
や
食
品

１７

な
ど
を
販
売
し
た
ほ
か
、
栗
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
の
屋
台
コ
ー
ナ
ー
も

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
文
化
セ
ン
タ
ー
で
芸

１９
能
発
表
が
行
わ
れ
、　

団
体
が

１０

コ
ー
ラ
ス
や
吹
奏
楽
、
演
劇
な
ど

を
披
露
し
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
２
日
目
に
行
っ
て

い
た
お
楽
し
み
抽
選
会
を
、
今
回

は
２
日
間
と
も
行
い
、
参
加
団
体

か
ら
の
計
約
１
８
０
本
の
景
品
が

当
選
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
総

務
省
や
放
送
事
業
者
の
協
力
に
よ

る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
来
場
者
は
、
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
映
像
を
見
比

べ
、
美
し
い
デ
ジ
タ
ル
映
像
に
感

心
し
な
が
ら
眺
め
て
い
ま
し
た
。

広報ひの ２００８年１１月号

延
べ
１
５
０
０
人
で
盛
大
に

 

生
き
い
き
「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

黒坂小児童によるかわいい銭太鼓

毎回人気の農産
物特売

いずれも力作ぞろい

地デジ受信相談
窓口も設置

抽選券配布に多くの人が
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生
田
さ
ん
は
、
鳥
取
大
学
を
卒

業
後
、
昭
和　

年
に
日
南
町
立
石

３５

見
東
小
学
校
教
諭
に
採
用
さ
れ

て
以
来
、
日
野
郡
内
の
小
学
校
の

教
諭
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和　

年
に
は
日
野
町
立
日
野

５０

小
学
校
に
勤
務
、
同
和
教
育
推
進

教
員
と
し
て
、
学
校
に
お
け
る
同

和
教
育
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
は
、
鳥
取
県
教
育

５５

委
員
会
事
務
局
西
部
教
育
事
務

所
の
指
導
主
事
に
、
同　

年
に
は

５８

社
会
教
育
係
長
と
し
て
、
県
西
部

の
社
会
教
育
行
政
に
携
わ
ら
れ

ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
は
県
立
大
山
青

６３

年
の
家
の
所
長
に
、
ま
た
、
平
成

２
年
に
は
日
吉
津
村
立
日
吉
津

小
学
校
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
６
年
に
は
根
雨
小
学
校
長

と
し
て
、
退
職
ま
で
勤
務
さ
れ
ま

し
た
。

　

退
職
後
は
、
平
成　

年
７
月
か

１３

ら
日
野
町
教
育
委
員
を
務
め
ら

れ
、
同　

年　

月
か
ら
は
教
育
委

１８

１０

員
長
に
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
長
年

に
わ
た
る
学
校
教
育
、
社
会
教
育

へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

広報ひの ２００８年１１月号

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

▼
秋
の
叙
勲

防災ガラス寄贈の投票にご協力を
 　

　旭硝子㈱が行っている「ガラスパワーキャンペーン」に、日野中学校体育館が防災ガラス寄贈候補施設
　８施設のうちの一つに選ばれました。
　１２月５日まで、寄贈施設３施設を選ぶネット投票が、下記サイトで行われます。
　日野中学校が防災ガラスの寄贈を受けられるよう、ぜひ投票をお願いします。
　■ガラスパワーキャンペーンサイト【https://www.glasspower.jp/】
　　携帯電話からも投票できます【https://www.glasspower.jp/mobile】
　■投票手順：上記サイトでメンバー登録を行い、事務局から送られるパスワードでログインし投票する
　■問合せ：町教育委員会事務局（電話７２‐２１０７）

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に

４５

根
雨
地
区
交
通
安
全
母
の
会
の

会
員
と
な
り
、
昭
和　

年
に
統
合

５６

し
た
日
野
町
交
通
安
全
母
の
会

の
設
立
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
か
ら
は
町
交
通
安

全
母
の
会
の
会
長
と
な
り
、
現
在

ま
で　

年
に
わ
た
っ
て
重
責
を

１６

担
い
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
交
通
事
故
防
止
を
目

的
に
体
制
を
整
備
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
７
年
に
は
鳥
取
県

交
通
安
全
母
の
会
の
会
長
に
就

任
、
現
在
ま
で
交
通
安
全
教
育
な

ど
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
努

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
平
成
７
年
に
は
全
国

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の
理

事
に
、　

年
に
は
副
会
長
に
就
任

１１

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
全
国

規
模
で
、
母
の
会
組
織
や
指
導
者

の
育
成
な
ど
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
は
、
こ
れ
ら
の
長

年
に
わ
た
る
幅
広
い
交
通
安
全

活
動
推
進
へ
の
多
大
な
貢
献
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
規
模
の
交
通
安
全
活
動
に
貢
献

　

▼
旭
日
小
綬
章　

佐
々
木
周
子
さ
ん
（
根
雨
）

学
校
教
育
・
社
会
教
育
な
ど
に
尽
力

　

▼
瑞
宝
双
光
章　

生
田　

英
明
さ
ん
（
根
雨
）

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、
社
会
貢
献
し
た
人

を
表
彰
す
る
「
秋
の
叙
勲
」
が
、　

月
３
日
、
内

１１

閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
日
野
町
で
は
佐
々
木
周
子

さ
ん
が
旭
日
小
綬
章
を
、
生
田
英
明
さ
ん
が
瑞
宝

双
光
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受章のことば
「受章の知らせがあった
ときは驚きました。学校
教育、社会教育など、いろ
いろな分野で仕事をして
きたことを評価いただい
たのだと思います。これ
からも、地域のためできる
ことを頑張りたいです」

受章のことば
「このたびは予期しない
ことで驚きました。少子
高齢化社会の中、人命尊重
の見地から ､子どもと高齢
者の交通事故防止をこれ
からも呼びかけていき、明
るい社会づくりに全身全
霊で取り組みたいです」
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今
年
度
、
ま
ち
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰

す
る
、
第　

回
町
表
彰
式
を
、　

月
７
日
、
町
役
場
で

３９

１１

開
き
ま
し
た
。

広報ひの ２００８年１１月号

▼
第　

回
町
表
彰
式

３９

松本 節哉さん (本郷 )
　長年にわたり、県のことぶき
リーダーとしてボランティア活

動を続けられ、郷土玩具の伝承

と普及に尽力されました

大西 新一さん (野田 )
　根雨小学校ソフトテニスクラ

ブの指導を長く続けられ、子ど

もたちの技術の向上と青少年育

成に尽力されました

坂出 清子さん (黒坂 )
　長年にわたり、おしどり学園
の手芸教室の講師として生涯学

習のために尽力され、社会教育

振興に寄与されました

山根 泰樹さん (野田 )
　根雨少年サッカークラブの監

督として競技の普及と技術向上

に尽力され、ボランティア活動

にも積極的に取り組まれました

石田美喜恵さん (中菅 )
　長年にわたり滝山公園駐車場

付近の花壇を中心に、花の苗植

えや草取り ､ ごみ拾いなど ､ま

ちの美化活動に尽力されました

受
賞
者
の
皆
さ
ん

町長から感謝のことばが送られる
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１人当たり
給与費

給与費
職員数

計期末・勤勉手当職員手当給料

５,５００千円３３５,５０１千円９１,９８２千円１６,３２９千円２２７,１９０千円６１人

技能労務職一般行政職

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

４２.１歳２５３,９００円４２.８歳３１１,０００円

国日野町区　分

１７２,２００円１６１,６９０円大学卒一般
行政職 １４０,１００円１３１,４８０円高校卒

－
１２７,３００円
～１４６,１１０円

技能労務職

計
55 歳
～ 60 歳

50 歳
～ 54 歳

45 歳
～ 49 歳

40 歳
～ 44 歳

35 歳
～ 39 歳

30 歳
～ 34 歳

25 歳
～ 29 歳

25 歳
未満

区分

６１人４人１３人１４人１０人５人８人６人１人職員数

１００％６.６％２１.３％２３.０％１６.４％８.２％１３.１％９.８％１.６％構成比

期末手当給料・報酬月額職名

 ６月期　１.６月分

１２月期　１.７月分

　計　　３.３月分

５６０,０００円
町長

５１０,０００円
教育長

２７１,４００円
議長

２０１,５２０円
副議長

　１９３,６００円
委員長

１８９,２００円
議員

●職員給与費（平成２０年度当初予算、カッコ内は昨年度の数値）

※町長、副町長、教育長を含まない。職員手当には退職手当組合負担金を含まない。

●職員初任給（平成２０年４月１日現在）

●職員の年齢構成（平成２０年４月１日現在）

●その他の手当　１か月当たり（平成２０年４月１日現在）
扶養手当　配偶者＝１３,０００円

　　　　　その他扶養親族＝６,０００円～１１,０００円（１６歳～２２歳＝ 1人につき５,０００円加算）

住居手当　最高２７,０００円　新築等（５年間）＝２,５００円

通勤手当　交通機関など利用＝最高８,９００円

　　　　　自家用車など（片道２㌔以上）＝２,０００円～８,９００円

●職員の手当（平成２０年４月１日現在）
※職制上の段階、職務の級による加算措置あり

６月期＝１.４月分　１２月期＝１.６月分　計３月分　※国と同じ

６月期＝０.７２５月分　１２月期＝０.７２５月分　計１.４５月分　※国は６月・１２月期とも０.７５月分

●職員の平均給料月額・平均年齢
（平成２０年４月１日現在、カッコ内は昨年度の数値）

※日野町の金額は、給与減額後の額です

●特別職の給与など
（平成２０年４月１日現在、カッコ内は昨年度の数値）

広報ひの ２００８年１１月号



日
野
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

を
開
き
ま
す
。

 

日
時　
　

月　

日
（
土
）

１２

１３

　
　
　

午
後
２
時
～

場
所　

日
野
病
院
玄
関
ホ
ー
ル

9 広報ひの ２００８年１１月号

日　時　１２月６日（土）
　　　　午後１時３０分～
場　所　町文化センター
テーマ　「ヤマタノオロチと
　　　　　　　奥日野たたら」
内　容　▼基調講演「都合山・谷 
　　　　      中・砺波たたらから見る
                  奥日野のたたら（仮）」
　　　　     講師：角田徳幸さん
　     　　　　 （古代出雲歴史博物館専門学芸員）

　　　　　▼パネルディスカッション
　　　　　　「奥日野たたらの
　　　　　　　全国発信に向けて」
　　　　　　コーディネーター :
　　　　　　　　　　杉原幹雄さん
　　　　　　パネラー :
　　　　　　　　　　穴澤義功さん
　　　　　　　　　　角田徳幸さん
　　　　　　　　　　影山　猛さん
　　　　　　　　　　山本裕二さん
　　　　　▼展示
　　　　　　・調査記録写真
　　　　　　・印賀 鋼 と現代鋼

はがね

　　　　　　・取材ビデオ放映
　　　　　　・シンポジウム放映

問合せ　日野町商工会（電話７２‐０２４９）
　　　　 　日南町商工会（電話８２‐０１４５）

の
お
知
ら
せ　
  　
　

内容　「ゴスペルオーブ」の
　　　コンサート

昨年のコンサートの様子

ゴスペルオーブは、山陰各
地で演奏活動を行ってい
るゴスペルグループ。全
身全霊で表現する歌声は
心を豊かにさせ、元気づけ
られます

入
場
無
料
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今
年
３
月
に
閉
園
し
、
解
体
が
決
ま
っ

て
い
る
旧
黒
坂
保
育
所
（
黒
坂
）
に
最
後
の

お
別
れ
を
し
よ
う
と
、　

月
９
日
、
お
別
れ

１０

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
黒
坂
保
育
所
卒
園
者

を
含
む
黒
坂
小
学
校
児
童
１
・
２
年
生　

人
。

１６

　

ま
ず
、
黒
坂
小
の
唐
来
秀
夫
校
長
が
、

「
今
日
の
こ
の
思
い
出
を
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
子
ど
も
た
ち
は
、
保

育
所
前
に
あ
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
木
か

ら
実
を
収
穫
し
、
最
後
に
園
舎
に
向
か
っ

て
「
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」「
さ
よ
う
な

ら
」
な
ど
、
口
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
言
っ

て
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

収穫した実は持ち帰ってみんなで食べました

思
い
出
の
園
舎
に
別
れ

　
　

月　

日
、
第　

回
体
力
づ
く
り
日
野

１０

１１

４８

町
駅
伝
競
走
大
会
が
、
根
雨
小
学
校
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
根
雨
小
学
校
か
ら
安
原
橋
ま

で
の
コ
ー
ス
を
、
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で

の　

チ
ー
ム
が
秋
晴
れ
の
下
た
す
き
を
つ

１４
な
ぎ
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
は
、
地
元
の
人

ら
が
選
手
に
「
頑
張
っ
て
」
と
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
優
勝
の
み
紹
介
）
▼
中
学
生
男

子
＝
日
野
中
学
校
駅
伝
部
男
子
▼
中
学
生

女
子
＝
日
野
中
学
校
駅
伝
部
女
子
▼
高
校

生
＝
日
野
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子
▼

一
般
＝
チ
ー
ム
走
る
仲
間
た
ち

緊張の第一走者、一斉にスタート

秋
晴
れ
の
中
を
力
走

広報ひの ２００８年１１月号

　

黒
坂
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

（
柴
田
滋
会
長
）
主
催
の
、
黒
坂
･
菅
福
地

区
の
手
作
り
敬
老
会
が
、　

月　

日
、
黒
坂

１０

１２

小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
の
は
、
黒
坂
･
菅
福
地
区
の

　

歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
う
ち
の　

人
。

７５

９６

　

行
わ
れ
た
余
興
で
は
、
黒
坂
で
活
動
し

て
い
る
舞
踊
グ
ル
ー
プ
「
な
で
し
こ
グ
ル
ー

プ
」
が
、
歌
謡
曲
に
乗
せ
て
踊
り
を
、
ま
た

日
野
高
校
郷
土
芸
能
部
が
大
迫
力
の
荒
神

神
楽
を
披
露
し
、
客
席
の
喝
さ
い
を
浴
び

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
作
り
の
弁
当
も
用
意
さ
れ
、
参

加
者
ら
は
健
康
と
長
寿
を
願
っ
て
乾
杯
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

心のこもった余興に拍手

長
寿
に
乾
杯

　
　

月　

日
、
中
山
間
集
落
見
守
り
活

１０

２２

動
協
定
の
調
印
式
が
、
日
野
総
合
事
務

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
日
野
郡
内
の
協
定
事

業
者
が
日
常
業
務
の
中
で
発
見
し
た
地

域
の
異
常
な
ど
を
町
へ
連
絡
し
、
安
心

･
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
協
定
で
は
、
有
限
会
社
堀
田

本
店
と
菅
福
元
気
邑
、
株
式
会
社
コ
ー

セ
ン
と
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
こ
た
に
の
４
事

業
者
が
日
野
町
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は　

月　

日
か
ら
１
年
間

１０

２２

で
、
１
年
ず
つ
更
新
さ
れ
る
も
の
で
す
。

調印式には県と郡内３町の代表も出席

地
域
の
安
全
を
見
守
る
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滝
山
公
園
か
ら
金
持
神
社
ま
で
の
約　
１４

㌔

の
道
の
り
を
歩
い
て
開
運
を
手
に
し
て

も
ら
お
う
と
、
第
１
回
も
み
じ
開
運

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
町
観
光
協
会
主
催
）
が
、

　

月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０

２５

　

参
加
者
は
、
町
内
を
は
じ
め
、
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
約
１
２
０
人
。
コ
ー
ス
は
起
伏

が
あ
る
も
の
の
、
美
し
い
山
並
み
や
紅
葉

が
楽
し
め
る
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
最
適

の
も
の
。
参
加
者
は
ゴ
ー
ル
の
金
持
神
社

を
目
指
し
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
全

員
が
完
歩
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
金
持
神
社
の
石
段
を

最
後
に
登
る
の
が
き
つ
か
っ
た
が
、
景
色

も
楽
し
め
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

コース半ば、余裕のピースサイン

全
員
完
歩
、
秋
の
日
野
路

　

町
内
の　

の
老
人
ク
ラ
ブ
が
集
ま
り
、

１０

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
体
力
増
進

と
親
ぼ
く
を
図
ろ
う
と
、
第　

回
町
老
人

２７

大
会
（
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
が
、

　

月　

日
、
黒
坂
社
会
体
育
館
で
開
か
れ

１０

２８

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
赤
・
青
・
白
の
３
組
に
分
か

れ
た　

人
の
参
加
者
が
、
関
所
や
ぶ
り
、
水

９０

入
れ
、
大
玉
転
が
し
な
ど
６
つ
の
競
技
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
、
和
老
会
、
福
寿
会
、
ほ
の
ぼ
の
ク

ラ
ブ
の
３
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
結
成
さ
れ

た
赤
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ボーリングなどの競技に汗を流す

健
康
づ
く
り
と
親
ぼ
く
を

　

異
文
化
に
触
れ
て
国
際
理
解
を
深
め
よ
う
と
、

日
野
国
際
交
流
協
会
（
小
谷
博
徳
会
長
）
主
催
の

講
演
会
が
、　

月
４
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

１１

開
か
れ
、
会
員
ら
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２０

　

今
回
は
、
講
師
に
ア
メ
リ
カ
ン
･
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
ル
イ
ス
･
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
さ
ん
（
米
子
市
）

を
招
き
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ル
イ
ス
さ
ん
は
、「
人
間
は
神
に
よ
っ
て
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
か
ら
作
ら
れ
た
」
な
ど
の
伝
承
を
話
し

た
り
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
気
さ
く
に
答
え
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

民族楽器を演奏し、伝統の歌も披露したルイスさん

外
国
の
文
化
に
触
れ
て
み
よ
う

　

今
年
度
発
足
し
た
真
住
公
民
館
（
山
川
茂
樹
館

長
）
の
初
め
の
事
業
と
し
て
、　

月
１
日
と
２
日

１１

に
、
真
住
地
区
の
文
化
祭
と
運
動
会
が
、
真
住
公

民
館
（
旧
日
野
町
青
年
の
家
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
比
率
が
住
民
の
６
割
以
上

と
な
っ
た
真
住
地
区
で
、
住
民
ど
う
し
の
交
流
や

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
。

　

文
化
祭
は
１
日
と
２
日
の
２
日
間
開
か
れ
、
木

工
品
や
手
芸
品
、
写
真
な
ど　

人
の
出
品
者
に
よ

２５

る
１
３
３
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
２
日
間
で
地

区
内
外
を
含
め
約
１
１
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　

２
日
に
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
運
動

会
に
は
、
約
１
２
０
人
が
参
加
。
各
種
リ
レ
ー
や

ボ
ー
リ
ン
グ
、
綱
引
き
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
ほ

か
、
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
な
ど
、
女
性
会
員
手
作
り

の
料
理
も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
は
懇
親
会
と
な
り
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

運動会で選手宣誓を行う木山政文さん夫妻

地
域
が
ひ
と
つ
に
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除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

町
で
は　

月
１
日
か
ら
除
雪
対

１２

策
期
間
に
入
り
ま
す
。
積
雪
量
が

お
お
む
ね　

セ
ン
チ
以
上
に
な
れ

２０

ば
早
朝
か
ら
除
雪
開
始
と
し
、
通

勤
・
通
学
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う

努
め
ま
す
が
、
積
雪
状
態
に
よ
っ

て
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業

の
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
（
除
雪
作
業
が
中
断
さ
れ
た
り
、

万
一
の
と
き
緊
急
自
動
車
な
ど
通

行
車
両
の
到
着
が
遅
れ
、
惨
事
を

招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

②
車
道
・
歩
道
上
に
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い

③
除
雪
の
支
障
と
な
る
木
･
竹
な

ど
は
、
自
治
会
ま
た
は
所
有
者
で

伐
採
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
除

雪
中
に
障
害
と
な
る
場
合
は
、
町

で
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
道
路
脇
に
あ
る
危
険
と
思
わ
れ

る
場
所
（
消
火
栓
な
ど
）
に
は
自

治
会
で
目
印
な
ど
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。（
ポ
ー
ル
な
ど
必
要
な

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

⑤
除
雪
作
業
に
は
排
雪
場
所

（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
切
れ
目
、
道

路
沿
い
の
田
畑
な
ど
）
が
必
要
で

す
。
排
雪
で
き
な
い
場
所
、
排
雪

さ
れ
る
と
都
合
の
悪
い
場
所
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、　

月
１
日
ま

１２

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

役
場
産
業
振
興
課
（
電

話　

‐
２
１
０
１
）

７２

　
金
持
神
社
札
所

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

町
観
光
協
会
で
は
、
金
持
神
社

札
所
（
金
持
）
の
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
観
光
振
興
に
興

味
が
あ
り
、
前
向
き
な
人
か
ら
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　

１
人
（
性
別
･
年
齢

不
問
）

採
用
予
定　

平
成　

年　

月
か
ら

２０

１２

職
務
内
容　

札
所
で
の
土
産
品
の

販
売
・
接
客
、
商
品
開
発
な
ど

勤
務
時
間　

午
前　

時
～
午
後
４

１０

時
、
週
２
～
３
日
勤
務
（
ツ
ア
ー

予
約
な
ど
に
よ
る
勤
務
時
間
延
長

あ
り
）

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

採
用
条
件　

パ
ソ
コ
ン
（
Ｅ
メ
ー

ル
送
受
信
程
度
）
が
使
え
る
こ
と

応
募
方
法　
　

月　

日
（
金
）
ま

１１

２８

で
に
、
履
歴
書
を
観
光
協
会
事
務

局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

役
場
産
業
振
興
課
内　

町
観
光
協
会
事
務
局
（
電
話　

‐
７２

２
１
０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ　

‐
１
４
８
４
）

７２

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等

無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
問
題
等

対
策
協
議
会
で
は
、
ヤ
ミ
金
融
、

多
重
債
務
な
ど
で
お
困
り
の
人
を

対
象
に
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
面
接
相
談
（
要
予
約
）

日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後
１

１１

２５

時
～
午
後
４
時
、　

月　

日
（
土
）

１１

２９

午
後
１
時
～
午
後
５
時

場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

予
約
・
問
合
せ　

県
生
活
環
境
部

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
８

５
９
‐　

‐
２
６
４
８
）

３４

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の

再
放
流
を
禁
止
し
ま
す

　

水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
の
た

め
、
平
成　

年　

月　

日
ま
で
の

２１

１０

３１

期
間
、
捕
ま
え
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

（
オ
オ
ク
チ
バ
ス
属
の
魚
）
お
よ

び
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
再
び
そ
の
川
や

池
な
ど
に
放
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
報
告
事
項

①
平
成　

年
秋
の
叙
勲
で
、
生
田

２０

英
明
教
育
委
員
長
が
瑞
宝
双
光
章

を
授
与
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

②
町
表
彰
に
教
育
関
係
か
ら
、
松

本
節
哉
さ
ん
、
坂
出
清
子
さ
ん
、

大
西
新
一
さ
ん
、
山
根
泰
樹
さ
ん

の
４
人
を
内
申
し
、
決
定
と
な
り

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

③
決
算
審
査
の
指
摘
事
項
に
対
す

る
取
り
組
み
・
改
善
状
況
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
は
、
交
付
金
の
趣
旨
に

沿
っ
た
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
特
色
を
生
か

し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

・
社
会
体
育
施
設
な
ど
の
適
切
な

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
利
用
関

係
者
な
ど
と
協
議
し
、
使
用
申
込

み
・
鍵
の
借
用
返
却
・
使
用
料
の

納
付
・
日
誌
の
管
理
に
つ
い
て
徹

底
を
図
り
、
維
持
管
理
運
営
に
努

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料
物
品

の
管
理
・
整
理
に
つ
い
て
は
、
資

料
館
友
の
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
１
２
０
０
点
余
り
の

貴
重
な
資
料
な
ど
の
整
理
保
存
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
協
議
事
項

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
県
教
育
委

員
会
委
員
協
議
会
の
協
議
内
容
を

確
認
し
な
が
ら
、
今
後
に
向
け
て

具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

決
算
審
査
な
ど
に
つ
い
て
報
告
・
協
議

広報ひの ２００８年１１月号
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
１２月１４日（日）９：３０～
場所：図書館車庫

■クリスマスやえと
・ ・

の組み木など
（要材料費）

●図書館おはなし会
１２月２０日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー
■クリスマスの絵本、おはなし、わら
べうたなど（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
１２月２０日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

●町歴史研修会公開講座
１２月１７日（水）１０：００～　場所：山村開発センター
■テーマ：「近藤家の思い出あれこれ」講師：遠藤基一さん
   　　　  「ルーツ発見！」　　        　　　   講師 : 田貝英雄さん

広報ひの ２００８年１１月号

１３：３０～　

 

１３：００～　

（入場無料）
山田修平さんの講演「支えあうまちづくり、いきいき
生きるまちづくり」、パネルディスカッションなど

１２月のホールイベント

１２月６日（土）

１２月１１日（木）

１２月１０日 (水 ) ～２７日 (土 )
西村昌敏さん、毛利智尋さん
岡本勝美さん、牧田教介さん
松本利秋さん、長谷川利子さん
生田英明さん

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　
Vol.5

出
演
…
十
八
太
鼓

　

米
子
市
を
中
心
に
、
自
然
農
法
で

農
業
に
か
か
わ
り
な
が
ら
太
鼓

を
学
ん
で
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
グ

ル
ー
プ
。

平
和
を
願
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
で
演
奏
し
、
好
評
を

得
て
い
る
。

１２月１日 ( 月 ) ～２５日 (木 )

小 展 示
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当
日
は
多
く
の
学
園
生
が
参
加

し
、
伯
耆
町
に
あ
る
「
大
山
ヒ
ル

ズ
」
と
い
う
競
走
馬
育
成
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

到
着
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
競
走

馬
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
様
子
が

見
ら
れ
る
時
間
で
、
８
頭
の
競
走

馬
が
次
々
と
８
０
０
ｍ
坂
路
バ
ー

ク
コ
ー
ス
（
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷

き
詰
め
ら
れ
て
い
る
コ
ー
ス
）
を

走
り
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。
馬
の

荒
い
息
づ
か
い
と
駆
け
る
度
に
響

く
蹄
の
音
に
圧
倒
さ
れ
、
学
園
生

は
目
を
丸
く
し
て
様
子
に
見
入
り

ま
し
た
。

　

施
設
は
、
北
海
道
に
あ
る
ノ
ー

ス
ヒ
ル
ズ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う

会
社
が
運
営
し
て
お
り
、
馬
は
北

海
道
か
ら　

時
間
か
け
て
ト
ラ
ッ

３６

ク
で
運
ば
れ
て
い
る
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
現
在
１
３
０
頭
の
馬

が
育
成
調
教
、
休
養
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

き
ゅ
う
舎
の
中
を
見
学
さ
せ
て

も
ら
う
と
、
目
の
澄
ん
だ
か
わ
い

い
馬
が
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学
園
生
は
近
く
に
寄
り
、
馬
を

じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
、「
こ
れ
か
ら
競
馬
を
見

る
の
が
楽
し
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
感
想
を
話
し
た
人
も
あ
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
赤
と
緑
の

勝
負
服
を
着
て
い
る
ジ
ョ
ッ
キ
ー

が
乗
っ
て
い
る
馬
は
ノ
ー
ス
ヒ
ル

ズ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
馬
と
い
う
こ

と
で
す
。
皆
さ
ん
も
競
馬
を
見
ら

れ
た
際
に
は
伯
耆
町
に
い
た
馬
か

も
し
れ
な
い
と
応
援
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
美
し
さ
・
力
強
さ
に
感
動

　
　

▼
第
７
回
お
し
ど
り
学
園　

町
外
研
修

第
７
回
の
お
し
ど
り
学
園
は
、
テ
ー
マ
を
「
も
う
１
度
あ
の
頃
に

戻
っ
て
、
社
会
見
学
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
し
、　

月
８
日
に

１０

町
外
研
修
を
行
い
ま
し
た
。広い敷地にきゅう舎が並ぶ

日　

時　
　

月　

日
（
土
）

１１

２９

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ
ま
で

場　

所　

町
公
民
館　

調
理
実
習
室

内　

容　

ミ
ル
ク
レ
ー
プ
を
作
り
、
み
ん
な
で
試
食
し
ま
す

　
　
　
　

※
ミ
ル
ク
レ
ー
プ
と
は
…
ク
レ
ー
プ
を
何
枚
も
作
り
、
間

　
　
　
　

に
ク
リ
ー
ム
を
入
れ
な
が
ら
重
ね
た
も
の
で
、「
千
枚
の
ク

　
　
　
　

レ
ー
プ
」
と
い
う
意
味
の
フ
ラ
ン
ス
語
が
語
源
に
な
っ
て

　
　
　
　

い
る
、
日
本
発
祥
の
ケ
ー
キ
で
す

参
加
費　

１
人　

３
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
み　

町
公
民
館
（
電
話　

‐
０
２
１
２
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い

７４

み
ん
な
で
楽
し
く
お
菓
子
を
作
ろ
う

▼
小
学
生
お
菓
子
づ
く
り
教
室
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真
住
公
民
館
は
、
今
年
度
真
住

地
区
が
町
か
ら
旧
青
年
の
家
を
管

理
委
託
さ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。

　

文
化
祭
当
日
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
出
展
し
た
作
品
１
３
３
点
が

館
内
に
飾
ら
れ
、「
地
域
の
み
ん

な
は
色
々
な
技
術
を
持
っ
ち
ょ
う

な
ぁ
」
と
来
館
者
は
感
想
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。
実
際
に
町
公
民
館

の
職
員
も
感
動
す
る
ほ
ど
の
出
来

映
え
で
し
た
。

　

お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
話
を

聞
く
と
、
ま
だ
ま
だ
作
品
が
眠
っ

て
い
る
よ
う
で
、
来
年
の
文
化
祭

も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

広報ひの ２００８年１１月号

▼公民館運営審議会を開きました

　９月１７日、第２回公民館運営審議会を開きました。
　平成２０年度事業の経過報告並びに会長、副会長の決定について協
議しました。
　会長には若林昌文さん（根雨）が、副会長には住田佳子さん（黒
坂）が選ばれました。
　公民館運営について、ご意見がありましたらご連絡ください。

( お知らせ )

社会体育施設などの使用について
　

　町の社会体育施設や学校体育館などの使用については、下記のと
おり行っていますので、活用してください。
　使用申込書は、使用日の３日前までに提出してください。使用後
は、施設の清掃・点検をしていただき、日誌の記入をお願いします。
　詳しくは、町公民館 (電話７４‐０２１２)または町教育委員会 (電話
７２‐２１０７)までお問合せください。

地
域
の
力
が
集
結

個
性
輝
く
２
日
間

　

▼
真
住
公
民
館
で
文
化
祭

　

旧
町
青
年
の
家
が
「
真
住
公
民
館
」
と
な
っ
て
初
め

て
の
文
化
祭
が
、　

月
１
日
と
２
日
に
か
け
て
開
か
れ

１１

ま
し
た
。

木工品、手芸品などの力作がずらり

使用申込、鍵・日誌の受取り先施　設　名
町教育委員会根雨社会体育館
町公民館黒坂社会体育館
町公民館菅福社会体育館
町教育委員会根雨テニスコート
町公民館黒坂テニスコート
町教育委員会せせらぎの水辺休憩所
日野中学校日野中学校体育館・グラウンド
根雨小学校根雨小学校体育館・グラウンド
黒坂小学校黒坂小学校体育館・グラウンド
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あ も の にち  ど ご ご  じ

ろうじん いこい い え  こ う し あだち としこ

い ば な にち か ぷん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

はなだい とうじつしゅうきん

にってい へんこう く わ

しもえのきりんぽかん じ か ん  よ て い

ちょうみん さ ん か

き が る

　
 
月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 
予
定 
よ
て
い

１２

 
香 
り 
高 
い 
本
場 
の 
味 

か
お 

た
か 

ほ
ん
ば 

あ
じ

タ
イ
カ
レ
ー
に 
挑
戦 

ち
ょ
う
せ
ん

 　
 
隣
保
館 
の
お 
出 
か
け 
学
習  
講 

り
ん
ぽ
か
ん 

で 

が
く
し
ゅ
う 

こ
う

 
座 
の 
第
一
弾 
と
し
て
、　

 
月 　
 
日 
、

ざ 

だ
い
い
ち
だ
ん 

が
つ 

に
ち

１０

２５

 
山
村  
開
発 
セ
ン
タ
ー
で

さ
ん
そ
ん 

か
い
は
つ

タ
イ 
料 
り
ょ
う

 
理  
教
室 
を
、 
国
際  
交
流  
協
会 
と 
共 

り 

き
ょ
う
し
つ 

こ
く
さ
い 
こ
う
り
ゅ
う 
き
ょ
う
か
い 

き
ょ
う

 
催 
で 
開 
き
ま
し
た
。

さ
い 

ひ
ら

　

こ
の 
日 
は
、
タ
イ 
出
身 
の 
妹
尾 

ひ 

し
ゅ
っ
し
ん 

せ
の
お

 
仁
津
美 
さ
ん
（ 
米
子  
市 
）
に 
本
場 

に　

つ　

み 

よ
な
ご 

し 

ほ
ん
ば

の
タ
イ
カ
レ
ー
と 
春
巻 
き
を 
教 

は
る　

ま 

お
そ

わ
り
ま
し
た
。

　
　

人
の 
参
加
者 
は
、
レ
ッ
ド
カ

さ
ん　

か　

し
ゃ

１５
レ
ー 
班 
と
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
班

は
ん

に 
分 
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
レ
ー
と

わ

春
巻
き
を 
作 
り
ま
し
た
。

つ
く

　

タ
イ
カ
レ
ー
は
、
ナ
ン
プ
ラ
ー

や
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
な
ど
を

 
使 
っ
た
、
と
て
も 
香 
り
の
よ
い

つ
か 

か
お

ス
ー
プ
の
よ
う
な
カ
レ
ー
で
す
。

た
け
の
こ
や 
冬
瓜 
と
い
っ
た
、 
日 

と
う
が
ん 

に

 
本 
の
カ
レ
ー
に
は 
入 
れ
な
い
よ

ほ
ん 

い

う
な 
具
材 
が
使
わ
れ
て
お
り
、 
異 

ぐ　

ざ
い 

い

 
国 
の 
味 
に
み
ん
な
で 
舌
鼓 
を 
打 

こ
く 

あ
じ 

し
た
つ
づ
み 

う

ち
ま
し
た
。

　

妹
尾
さ
ん
は
、
ク
レ
イ
フ
ラ

ワ
ー
や
ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
も 
手 
が
け
る 
多
才 
な 
人 
で
、

て 

た　

さ
い 

ひ
と

米
子
市
を 
中
心 
に 
活
躍 
し
て
い

ち
ゅ
う
し
ん 

か
つ
や
く

ま
す
。　

 
月 
の 
解
放  
文
化
祭 
で

が
つ 

か
い
ほ
う 

ぶ
ん
か
さ
い

１２

は
ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の 
作
品
展 

さ
く
ひ
ん
て
ん

も 
行 
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご 
覧 
く

お
こ
な 

ら
ん

だ
さ
い
。

異国の香りに包まれる

 
楽 
し
い
イ
ベ
ン
ト 
満
載 

た
の 

ま
ん
さ
い

ぜ
ひ
お 
出 
か
け
を

で

▼ 
町  
解
放  
文
化
祭 
を 
開 
き
ま
す

ち
ょ
う 
か
い
ほ
う 

ぶ
ん　

か　

さ
い 

ひ
ら

だ
い 

か
い 

ひ　

の　

ち
ょ
う 

か
い
ほ
う 

ぶ
ん　

か　

さ
い 

が
つ 

か 

か　

か
ん

し
も
え
の
き 
り
ん　

ぽ　

か
ん 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

ろ
う
じ
ん
い
こ
い 

い
え 

ひ
ら

じ
ぎ
ょ
う 

か
く　

じ
ん
け
ん
だ
ん
た
い 

て
ん
じ 

じ
っ
せ
ん
は
っ
ぴ
ょ
う

も 

こ

　

☆ 
展
示 
は
６ 
日 
、
７
日
の
２ 
日
間 
、 

隣
保
館 
と 
集
会
所 
で 
行 
い
ま
す
。

て
ん
じ 

か 

か　

か
ん 

り
ん　

ぽ　

か
ん 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

お
こ
な

が
つ 

か 

ど 

も
よ
お

ろ
う
じ
ん　

い
こ
い 

い
え

こ
う
え
ん
か
い 

す
ん
げ
き

ご
ぜ
ん 

じ

こ
う
し 

し
ょ
ち
ょ
う 

た　

ご 

こ
う
じ

み
ぢ
か 

し
ょ
う 

し

ち
い
き 

と
も 

く 

し
ゃ 

じ
ん
け
ん

ち
ゅ
う
が
く
せ
い 

に
っ
き 

し
ゅ
つ
え
ん 

み
な

し
ゅ
っ
て
ん

も
ち 

た
い
か
い

ご　

ご 

ぷ
ん

し
も
え
の
き 

じ　

ち　

か
い

ぞ
う
に 

あ
じ

え
ん
そ
う
か
い

ひ　

の 

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 

す
い
そ
う
が
く
ぶ

が
つ 

か 

に
ち 

も
よ
お

ろ
う
じ
ん
い
こ
い 

い
え

う 

こ
う
し
ゅ
う
か
い

ご
ぜ
ん

じ 

ぷ
ん

し
ど
う 

や
ま
も
と 

は
る
ま
さ 

さ
ん
か　

ひ 

え
ん

し
し
ょ
く 

は
ん
ば
い

ご　

ご

し
ょ
く 

げ
ん
て
い

え
ん
げ
い
か
い

う
た 

お
ど 

と 

い 

だ
い
か
ん
げ
い

は
ん
ば
い 

し
も
え
の
き 

じ
ょ
せ
い
ぶ

と
ん
じ
る 

ね　

う 

し
ょ
う 

ど
う
す
い　

ぶ



17 広報ひの ２００８年１１月号

。

16:50～15:10～15:00～13:30～13:00～12：30～

閉
会
行
事

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
研
究
集
会
）

休
憩

講
演
（
人
権
啓
発
講
演
会
）

開
会
行
事

受
付

人権啓発講演会及び
第３３回日野町人権・同和教育研究集会　日程表

２
０
０
８
年　

月
１１

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙
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届
出　
　

月
９
日
～　

月　

日   
敬
称
略

１０

１１

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　
　

月
届
出
分

１０
柴
田　

丈
輝　
　
泰
一
郎
・
香
織 
男
の
子 
下
榎

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　 　
（
住
所
）

　
　

月
届
出
分

１０
錦
織　

重
蔵　
　
　

歳　
　

舟
場

８５

竹
尾　

房
治　
　
　

歳　
　

黒
坂

９４

尾
崎　

忠
男　
　
　

歳　
　

根
雨

８５

足
羽　

民
子　
　
　

歳　
　

別
所

８７

小
谷　

寿
恵　
　
　

歳　
　

舟
場

９０

　
　

月
届
出
分

１１
松
浦　

洋
一　
　
　

歳　
　

根
雨

５８

■もみじ開運ウォーキングの取
材に向かう途中、奥渡地区周辺
で雲海に遭遇、思わず撮影して
しまいました。「ウンカイ」で
「カイウン」…なんてね。(i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

秋
の
炉
の
灰
し
ろ
が
ね
に
民
話
館　
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　

七
草
も
色
付
き
ゆ
か
し
草
の
原　
　
　

安
達
つ
る
ゑ

　

小
鳥
来
て 
狭
庭 
の
景
の
賑
や
か
に       
荒
木　

習
子

さ　

に
わ

　 
山
脈 
に
初
秋
の
日
の
出
霧
の
帯　
　
   
勝
瀬　

京
子

や
ま
な
み

　

虫
の
音
に
町
す
っ
ぽ
り
と
か
こ
ま
る
る  　
川
上　

文
子

　

秋
天
の
下
に
一
輌
電
車
行
く　
　
　
　
　

久
城　

霞
渓

　
　

笛
の
音
の
冴
え
山 
祠 
秋
ま
つ
り 　
　   
徳
本
千
鶴
子

ほ
こ
ら

　

台
風
の
予
防
に
見
廻
る
牧
の
柵　
  　
  
真
壁
富
貴
枝

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

広報ひの ２００８年１１月号

　近年、活躍が目覚ましい鳥取県出身の若手
音楽家たち。ポップス、ジャズ、クラシック、
声楽など、ジャンルは多岐にわたります。彼
らの活動を紹介、また故郷とのかかわりや今
後の目標などを聞きました。
　特集は、ホンモロコ養殖で特産化を目指す取り組みを紹介。
　

■年４回発行　■最寄りの書店または役場企画政策課で
購入できます　■１冊３００円　

鳥
取
県
の
総
合
情
報
誌　

と
っ
と
り
Ｎ
Ｏ
Ｗ

第　

号　
　

月
１
日
発
売

８０

１２

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　９月に「子どもの生活とメディア」の講演を聴き、大
人ができることから始めようと、おひさまひろばの参
加者がテレビカバーを作ることにしました。
　「テレビがお休みの日運動」を少しずつ始めています。
子どもたちの健やかな成長を願い、カバー作りを広げ
ていきたいと思います。
　ひのっこ保育所 (電話７２‐０２３８)

　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

１２月の開催日
■３日（水）＝山村開発センターで行います
■５日（金）＝町公民館（黒坂）で行います
■１０日（水）＝図書館からのおはなし会【９：４５～】
　　　　　　　　　おはなしのろうそくに火を灯し、歌や手遊
　　　　　　　　　びをしたり、絵本を読んでもらったり、リ
　　　　　　　　　ズム遊びなど、みんなで楽しみます
■１２日（金）＝クリスマスツリーの飾り付け
■１７日（水）＝クリスマス準備
■１９日（金）
■２４日（水）＝クリスマス会
　　　　　　　　　ツリーを囲んでパーティをします。長ぐつ
　　　　　　　　　の中にかわいいプレゼントが…お楽しみに

■２６日（金）＝年末の掃除

講演会（２６人参加）

子どもを夢中にさせるテレ
ビ・ビデオ・ゲーム。小児科
医たちは乳幼児期の長時間
視聴が子どもに悪影響を及
ぼすと警告しています。

手作りテレビカバー

乳幼児にとっての快適な生
活を考えることは大人の生
活環境を見直すチャンスで
す。みんなで子どもの成長
を見守りましょう。
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ＤＥＣＥＭＢＥＲ（師走）

木１８乳幼児相談　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分
月 １

金１９法律相談　開発センター　午後１時～午後３時
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）１１月２８日〆切
火 ２

土２０まちづくり説明会　町公民館　午後７時～

日２１不燃ごみの収集日（全町）水 ３
全町の可燃ごみを収集します月２２まちづくり説明会　

開発センター　午後７時～

天皇誕生日（可燃ごみの収集は休みます）
※２２日に火曜日の地区も収集します火２３木 ４
発泡スチロール・乾電池・蛍光管の収集日
（全町）水２４人権相談

開発センター　午後１時～午後３時
金 ５

固定資産税３期分、国民健康保険税６期分、介護保
険料６期分、後期高齢者医療保険料６期分納期限木２５土 ６

金２６日 ７

土２７健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ８

日２８火 ９
役場業務を休みます（１月３日まで）月２９行政相談　町公民館　午前９時～正午水１０

火３０資源ごみの収集日（全町）

大みそか（ごみの収集は休みます）水３１人権啓発講演会及び第３３回日野町人権・同和教育
研究集会　町文化センター　午後１時～
木１１

金１２
隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土１３

日１４

月１５
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～
火１６
古紙の収集日（全町）水１７

直
通
電
話

72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■山陰合同銀行根雨支店
１２月１日～２５日まで
１２月２６日～２月６日まで

　

■蔵美術館　
～１２月末まで

 
■県西部地震展示交流センター

　１２月１０日～３月２６日まで
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観
察
小
屋
は　

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
。

１１

待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り
に
お
客
様
が

押
し
か
け
ら
れ
３
日
間
で
約
１
１
０
０
人
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
う
れ
し
い
悲
鳴
で
し
た
。

こ
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
多
く
の
皆

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
壁
の
設

置
作
業
、
周
辺
の
環
境
整
備
、
看
板
な
ど
の

取
り
付
け
、
敷
物
の
提
供
な
ど
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
オ
シ
ド
リ
は
ど
こ
」と
聞
か
れ
案

内
し
て
く
だ
さ
っ
た
町
内
の
皆
さ
ん
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

お
か
げ
さ
ま
で

③

④

住
民
が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
で
ま
ち
が
元
気
に

　　

今
年
は
珍
し
く
台
風
の
本
土
上
陸
が
な
か
っ
た
こ

と
、　

月
の
降
水
量
が
記
録
的
な
少
雨
で
あ
っ
た
と
報

１０

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気
象
で
は
冬
の
大

雪
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
除
雪
体
制
を
万
全
な
も
の

に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ぜ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防

の
た
め
手
洗
い
や
う
が
い

・

・

・

な
ど
を
励
行
し
、
か
か
っ
た

場
合
に
は
早
め
の
治
療
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

月　

日
に
は
、
町
観
光
協
会
主
催
の
、
第
１
回
も

１０

２５

み
じ
開
運
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
協
力

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
２
０
人
余
り
の
参
加
者
が
紅

葉
の
始
ま
っ
た
滝
山
公
園
を
出
発
、
金
持
神
社
ま
で
の

　

・
４
㌔
を
歩
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１４
　

出
発
地
点
の
滝
山
公
園
で
は
、
神
事
や
巫
女
さ
ん
の

舞
が
行
わ
れ
、
雄
大
な
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

は
、
県
の
藤
井
喜
臣
副
知
事
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

終
点
の
金
持
神
社
、
札
所
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
よ
る
抹
茶
、
豚
汁
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、

楽
し
い
秋
の
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、　

月
２
日
は
真
住
地
区
の
大
運
動
会
が
行

１１

わ
れ
、
地
区
の
老
若
男
女
約
１
２
０
人
が
参
加
、
真
住

谷
が
歓
声
で
に
ぎ
わ
っ
た
一
日
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
仕
事
な
ど
で
町
部
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

人
た
ち
も
、
子
ど
も
を
連
れ
て
帰
っ
て
の
参
加
で
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
原

動
力
と
な
り
、
日
野
町
が
元
気
に
な
る
と
大
い
に
喜
ん

で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

月
７
日
記
）

１１

　
　
　
　
　
　
　
　
   
日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第３２回

『
僕
た
ち
三
兄
弟
、
誰
が
美
男
子
？
』

撮
影
●
忽
那
秀
範
さ
ん
（
愛
媛
県
松
山
市
）
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